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主鏡制御の目標 
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セグメント鏡  
分割数 ： 6+12 
大きさ  ： 対角～1.2 m 
重さ  ： 約70 kg 

設置精度 ： rms ≲50 nm 
 
 
架台の重力変形・熱変形 
 ： ～100 μm  変動は遅い 

風圧 ： 300 nm    @1 Hz 
       10 nm    @10 Hz 

鏡の段差・傾きをリアルタイムに計測して補正 

外乱  



● 運用前の初期設定 (1～2回/夜) 

● 観測時には退避 

 

 

 

 

 

● 観測中もリアルタイム制御 

 

位置決定の流れ 
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焦点に2種類の光学センサ 

  ▶ 傾斜センサ (SH) 

  ▶ 段差センサ (PCS) 

鏡の裏面に変位センサ 

光学センサ 観測装置 

制御器 

光学的な位置決定 

フィードバック制御による保持 



光学的な位置決定 
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2018年 12月12日  Engneering First Light 

    12月14日   副鏡の光軸調整 

    12月19日   SHによる分割鏡の自動調整 

    12月27日   KOOLS-IFU Eng. F. L. 

～2019年1月20日  分割鏡・副鏡の調整を追い込み 

      1月23日  焦点位置を移動し球面収差成分を改善 

     (FWHM～2".2) 

10" 

       12/12                  12/14          12/19    1/20  1/23 



フィードバック制御による保持 
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2019年2月12日  エッジセンサの取り付けを開始 

   2月28日  京大時間での初観測(制御なし) 

   3月  5日  一部のセグメントで制御試験を開始 

   3月12日  18セグメントでの制御に成功 

   3月22日  共同利用時間での初観測 

   3月29日  72ヶ所のセンサを取り付け完了 

SHでの調整後   約10°離れた星に移動     制御を開始 

10" 



高度変化に対する補正 
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高度80°での星像 

 

 

 

 

高度30°での星像 

副鏡の傾斜(θy軸)も補正したい 

重力で副鏡が下がる 

水平    天頂で～1.8mm 



高度変化に対する補正 
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高度80°での星像 

 

 

 

 

高度30°での星像      同 副鏡focus補正 

副鏡の傾斜(θy軸)も補正したい 

10" 

重力で副鏡が下がる 

水平    天頂で～1.8mm 



環境(主に温度)変化に対する補正 
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● SHでの分割鏡調整前 
● 前夜からの温度変化 5～10℃ 

 

20" 

観測開始時の星像 

補正なし                              同 補正あり 

参照センサ 

計測センサ 

参照センサで補正 



観測前にフィードバック Start 

完了後に Stop 

制御ソフトUI 
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Webブラウザに表示 



電源 ON/OFF 

プレビューの ON/OFF 

撮影 と 補正適用 

シャックハルトマンセンサUI 
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Webブラウザに表示 



今後の作業項目 
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● 副鏡focus軸・傾斜θy軸の自動補正 

 

● 参照センサによる補正精度の向上 

● 内周リング用アーム台座、内周リング用対向板ホルダを 
   低熱膨張材料で再制作 

● 位相カメラの実装 

 

● Warping Harness用アクチュエータの配線 

● SH多点モードとWarping Harnessによる鏡面補正 

望遠鏡制御 

分割鏡制御 

鏡面精度の向上 1～2ヶ月 

1～2週間 

半～1年 


